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繁明期ナショナル・パークについての

情報とその紹介者だち

丸山 宏

!nformations and Introducers on the National Park 

in its clawning period in J apan. 

Hiroshi MARUY AMA 

:22 1ふ
Lc.:J 

1872年，アメザカに誕生したナシ呂ナノレ・パークは，日本において20UUe!ζ入り紹介される。

それは明治30年代米という， I潟語表;忠誠の高揚する時期である。

ナショナノレ・パ…クの紹介者たちは訳絡をつくり，それぞれの立場でナショナノレ・パークを拠

えた。当然，その情報にもパイヤスがかかる。

国粋主義を指挙する政教社から出版された雑誌 !'EI 本人~ tζは「公闘の外，倒閣なるものありJ
という表現で紹介された。これは『週刊民新開j]， r中央公論Jに妙鍛，再録された。
宗教学者，おliilJ母A治は明治38年に「国間制度の制定安保す」を f太陽Jl!ζ発表し， rrヨ
的あるいは rl対粋主義」的ともいえる nrn関J総をl廷闘した。
ジャーナリスト， .長l~:&諮問郎は明治40年に姉崎全容とともに訪れたヨセミテ間な公闘について，

「ヨセミテ鴎遊記jを脅さ， 1-際jz公図Jの訳訟をj百いた。彼は観光資源としてナシ百ナル・パー
クをfJilえた。

1lil物学者，三三』子学はドイツのコンヴェンツの影響を受け，ナシ日ナル・パークを天然記念物{来

年の一手段として据え， I沢郁には「闘有公i五jJ， rナシ百ナJレ・パークJ，r附設公!溺JをJIJいた。
鉄道It'eの木下淑夫は欽滋経営の立場から，カナダ，アメリカのナショナル・パークについて滑

した。彼は「悶立公館jの訳認を使mした。
1920年代には「公悶jと税関して理解されることもあったが，段々な択訟のま淘汰され 1-悶立

公協Jの釈髄がほぼ定殺する。

ζの拘tえされるi島根は，ある意味で日本における「開立公儲J概念の形成する過程でもある。

1. )予

1872年3月1B，イエローストンJIIの上流の-&fllが公[!tij(PU blic P乱rk)(ζ指定された1)。これ

が!立界で最初のナショナノレ・パーク，イエローストンの誕生となる。

1872年というと日本においては明治5年にあたる。ょうやく，その3翌年，明治6年1月15日に

公l認に関する太政官布告が出されるというi時期である。しかし，公閣についての法体が出される

ことと，公閣について当時の社会が，それを認識できる状況にあったかは別問題である。
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公開という概念がいつごろ社会化されるのか，これもなかなか難しい問題である。明治36年に

B削減される日比谷公幽あたりであろうか。洋式公閣の誕生は当時の新聞を服わしているo しかし，
その記事さえも会i認に流布したとはいい難い。ましてや，新生のナシ 2 ナノレ・パークは認識の論

外にあったといえる。情報として受容されるのは，明治30:!:f代?Iと，日本において，悶家主ま織が高

揚するまで符2たねばならなかったのではないか。

それでは，それまでイエローストンやヨセミテが紺介されなかったのかというとそうではない。

ナシ盟ナノレ・パークとしてではなく嵐長・地，去をj跡地として紹介されている。

青木均d~堂主，海水組三三良/íの縞純になる『也・界旅行万悶名前閣総金七老ちの第一巻「脱米利力11

列、!のお/iJ1ごは，イエローストンについての記述がある。この DJ悶名所i玄j絵Jはlijji会18年以降，
j翠次刊行され，ずいぶん人気を持したらしく，再j校 (M.22. 1第一巻増補Jl長)の絡iぎには5万部

の売れ行念であったとある。本文は閥均;泉の銅版闘の締絵入りで紀されている。少し長くなるが

引Jf:Jずる。

ヤルローストン者I'泉之記 ソJレトレーキJ(4'の東北方Rt-Js1-'"イJレの内地lこは限界lζ娘二の奇泉あり。 滋路

lJil'jるj決なれば，近年i怠は説れ…人保討するものなかりしが，一千八ij七十年初めて込号告発見し，…}(J協J;iE

となりしなり。さでJti:J也の段状は.111水幽雅議議と太おのお気を砕したり。ヤル口…ストンの抑lはや郊
に在りて問~のがJ流は務機山lζ::lJで，当初IJIこ注ぎtliJJJニの?J!Í'i総長岩峯と粉i決し.S'HlU袋を蒸す如く桜て 11:IJ ち浴

れではjヒガモンタナ剖IIζ入りミソワ -NJJのが、となる o Jt1im俸の縦絡は絶~j}jl~ÎZごi二兆尺乃ヨヨニギ・炎尺あり。

浴石様綴l::lfJJJし.TX;(ま城殺の状をなし，尖塔:&J採旋塔者t:l)(全くーならず。 111咋1ニ大様あり。 J二機下j換の称

へあり。此地IJ、湖また多く，奇)j{の数l立!沙多lこで，泥泉よりは3jl.給1こ泥を!般的し.I佼」誌は日夜時間安定め

つつ治水を七十}ミ余の上lζ飛協し，流資泉，熱滋}支lま名の如く，流策誇義務者惑をi政く。:tt1自主管憾の泉多く j話

一牧;寺去に;illiなし。 (p.41)

当時としてはかなり詳しい記述であると，思われる。

また，明治21d:jCi.(ζは翻訳もので『伊没仏英71と五大/;m滋遊が出版された。そのγメリカの f地

勢jのJj!iIこは ζ う述べられている。

f告訴をi滋ハ又タ名勝ノJfuニ'a;ム就qJほどそんruJトじよるち泌jトヲ以テ設住トス欧洲ノらいんjザト
トニ上とス石Jキナリ又タ自然ノ大詰j縦ニハないやがら漆iむもすJiIf.&ヒ幻:るろーすとん (Yellowslonc 持

者政)ょうすまいと (Yoscmite-鍛え安法)ニ公!滋アリ共ニ天下古!E比ト称ス (p.154)

「公!溺Jという訳舗が使われているが，特lこナショナノレ・パークぞ;訟識したものではなL、。
わずか二つの例に過ぎないが， JjH券i也としての摺報は怯わっていたことが期解される。ただ"

日本側でナシ百ナノレ・パークということばが，理解でさずに等!持制されていたのか，そもそもア

メリカにおいてイエローストンやヨ-lzミテがこの時期，ナショナノレ・パークとしてどれほどの知

名度があったのかは不明である。今後の研究をまたねばならなし、

;本論摘に先行する研究として，依浩之氏の閣立公閤』というm総の初使用についてのメモJ1)，
それに針ケ谷鍛吉氏の「臼11>:人が最初に踏破した閥立公翻 訳語『樹立公/i:lUの鼠J誌を採るJ5)が
ある。いずれも「悶Ji:公園jという訳語の初出をめぐって展開されている。本稿は上犯の研究成

主誌を踏まえ，アメリカlζ生まれたナシ討ナル・パークが日本に紹介される事例を具体的に追って

みたし、。

尚，本務の性絡jニ!3lm文が長くなり，読みさ持くなることを考感し， ，日手:を新学lζ改めたところ
がある。厳衡を期する方には原文にあたっていたださ3たい。また，本文中のM.，T.はそれぞれ

明治，大iEの年号トを表わす。
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2. ナショナノレ・ノ{-ク情報の諸相

L r日本人jの「悶階J紹介

明治37年，雑誌『日本人J の~~202号 (M. 37. 1. 1発行)に f各艇の主なる公胤Jと越する論説
が掲載された。この論説は前年の明治36年6月l臼に日比谷公閣の間関されたことがその契機と

なり，諸外協の公閣の事情について論じたものと思われる。三瓦ほどの椋いものであるが，当時，

[:1 本が外閣の公開をどう mii~平レていたかを知る上では興味深いものである。

論説は，上野，芝，設支持.，それに日比谷の各公閣と各閣の公間国税の比較からはじめている。

次いで，若手協の公閣のq~;散を製鎖よく組めている。

についてはこう脅かれている。

兆闘の公l総立大なる牧場を13:測したるやの観あり， 1議内の平地，誕の…キは問地にして他の一中は牧場

たり，日iiして其:の牧場の…例制送制する， 7Jち災[想統の公凶五五lζj求るo

いわゆるイギ‘リス総長式のことである。

ドイツについては，イギリスと形態においてお;なるが，その災，つまり，公闘内を31!t逃散策で

きるということでは同じであり， rドイツ人は其の性森林を好む，潤ゆる自取は独地の森林よりIJ.¥
づというもの，多少没すべからざる現あるに似たりJと。
プランスについては?特にピット・シ百…モンについて記されている。 rJもそ人造の111*を造
策したる此の如きはイ患に之れ有る無し，元と奈破裕三三!立の11与，貧民総として常にi謀本の出|讃たり

しを取り~~ち，百万!与を投じて造営したる所なり。J

アメリカについてはこのようにはじまっている。

7f~闘はがírJt3:Ll!!.なるが故に悶内 !C配る所の公l溺亦た続々のj院をj去す，総資は誌のj:l!!.~立法Z55与さが為lこ，公

i刻号HFる勢ひ人造的ならぎるを得ぎるも， ~li:)好の公閣は見渡す限り志望立を総え，会く天然の:tr~l:文を~へた

り

このi去にナショナル・パークについての記述が続く。

米闘には又た公闘の外， j}IJIζ悶!却なるものあり，其の随一たるイエロー・ストーンは八百余jj'肢のjよさ

に返り， ?石山~俊樹，天然の給支kを収J合す， ヨセマイトは，がj者lこ車交ぷればノj、なれど，亦たi詩じくイネ大佼5誌

なる米然の胤殺をJI又めしもの，燃えば殺が復こと11!s¥;休を総めて公l識と為し. Iゴ光111全体そ収めて公闘と為

すが虫11し。(t労点i'P王者〕

ナシ詩ナノレ・パークには「機関Jの釈がなされ，いわゆる「公閥jとは区別されている。
論説はこのあと，近代イじする日本において，将米の公邸の必裂性を述べている。 r将米商工業
の議々繁盛に赴くに従ひ，必ずやirilわに住居する者をして光分の熔闘を有する能はざらしむるの

11寺あるべし，j誌に於で各自柳iく新鮮の空気をI!&.ひ資本総菜告審るの必裂を感じ， 1泊て公隠の必要

を感ずるに怠るならん。J
最後に万間博覧会を日本でIJ詰く 11寺には，会場の跡地が「大なる公劉Jとして保保されることを
訴えて論説を結んでいる。

この雑総l立政教相;からIJ:¥J授されていたもので，創刊以米 (1¥11.21. 4. 3創刊)，知批判的な欧化主

識を排斥し，日本闘有の文化をi高唱した論調が設かれていた。この時期は三労滋綴が主宰者であ

った。 r日本j成長総』の諸説:で知られる志賀重品もそのひとりである。彼が臼本独自の風土や股
史文化を過しでつくられた国粋 (NationaJity)こそがIJ干袈であるとしたのは周知のことである。
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この f日本人JIζ掲載された「若手悶のなる公関」の皮革警は，ただちに『週刊s)z民新開jの第
9号 (M.37. 1. 10) ，及び r~j:t央公論J (ルL37.第四年l号〉に再録抄録されたことでもわかる。

r;盟刊平民新開JIこは「文JJiii.i'i江波jの墳に掲載された。前書きには「各閣の主なる公開〈臼木
人二百二号〉公閣の発述を熱製する寄人は悲に此の文の嬰J誌を紹介せずして.J1二む能はすっとある。

れ1:1央公論Jには r忠
されているが， 1再ヰ録された。
ζの論説はナシ日ナJレ・パークについて紹介されたものとしては尽いH寺出であると忠われる。

2. 品liI崎正治の「間協 Ii論

世上，日銀戦争が終結iζ向かうなか，当時の総合雑誌である『太織J(賀~ll滋，鰐 5 号 M.38.

4.1)に姉崎正治〈号を日朝日品)の論説「間関制度の制定を促すJが掲殺されたo!lilil絡はこの明治38
年 4Jj，東京術開大学lこ校校された宗教学講泌を担当する。また，彼はすでに評論家としても活
躍しており r限閣制瓜Zの制定を{起すJを発表するHiJ年lこ上梓した F復活の慨光J(M.37.1刊)
は人気を博し，文芸持論家としてのま!l!伎を不動のものとした。また，高111鰐牛の親友としてもよ

く知られている人物である。

"dで，この論説についてであるが，布lillliなのいう f関闘」ということばが，いわゆるナシ百ナル
・パークの択誌であるのかどうかは，これを読むかぎり11m認できない。アメリカの記述は全くな

い。彼自身，明治33年から 3年間の滞欧の経験はあるが，アメリカにはこの時点で…j支も訪れた

ことはなかった。もちろん， ，請に述べたようにナシ日ナル・パークの情報はわずかではあるが紹

介されており，姉崎がナショナル・パークを知っていても不思議ではないし，また，滞欧rj:!に知

った可能性もある。

n利関制度の制定を促すjの1，ヨiifHまζ うはじまる。

天然の炎lζiiむ引に於でl世界のけ11ζl3本と絡を比べf怒るffiJは来してどれだけであるか。平和な問ドイツ
の山林，誤認穏なるril，jlffiのrlldTJ:，I綴綾なるスコットランドの湖水，設会にもitlliかれ符にも詠ぜられたi1t界の尖

闘は決して少くないが，日本の如く i七宅q;の総務の災を包有して，ふとを添Miするに大海綴~そ以てし，水泳;
シω ラY

~n:決の変化を以でして，王立;1こヌミ活~の尖を巡lこしておるのは日本の潟ζとである。殺し錫腿ぬにFpræ洋上の小

天間という名を許すなれば， EI;f立は健かに太平洋上の大公j認である。t=1;f三人自身がそのi鶏土の炎そ狩り，

外悶もこの悶を世界の滋閣と見るのは決して偶然ではない。

彼の大きなテーゼは rr羽ごとを2をする，悶こtの突を愛する精神Jが愛関心を背むというものであ
る。また「愛関心は殺事!日心にj滋援に関連するJとも述べる。 r;jtドイツやロシアの機な平底j主訟
の土地でさへ，その住民の愛郷心はその土地の天熱を離れない引を見れば，議limや臼木の知念美

悶の住民 lとは，特にその故郷を懐ふの，tj~が強く， ;!主愛郷心が…つの原閣となって又愛関心iこ認む

は安当であるJと。
さらに「閤土と愛関心との綴綾なのは，間二と山JIIの5だという司王許りでなく， -1忍悶民の机允か

ら受次いで来て居る精神の発表，即ち文学と悶ごととが儲務しておるからも生ずる。」と姉崎の輸は

文学にまで拡がる。安イ詰-仲燃の「三笠のl.uIζI.Uでし月かもjはもはや一個人の数ではなく悶民文
学の箱崎に入り，その文学と悶土とが鰐桜iζ関述し，それが愛関心の一部分となると論じている。

文学はl渡氏紛争11の総務で，従て緩IL誌の粉争11的問総力である。而してその文学と間ニiニ，1lJIIとが総合して人
に随分の閣という観念ぞ与へるカの強い事を忠へば，一閣の土地，11JI Iと愛溺心との離れ難い本も自ら切ら

かである O
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zさらに文学は闘を1越えて，愛関心とは称、することはできないが，この縞のJ制札綾悩が3f-ばえ

ると。

スコットの「湖上の突入jを説めばスコットラン Fの山水を。シラーの fウィリアム・テルJ
の芝j習を怒詰れば fアノレペンの仏lð~九四州糊上の空気」を。ハイネの持はラインJII を等々。 ill主勢:

は，一際の天然が虫rJ何に驚くべき魔力，引力を持っておるかを絞するものであるJと。
これは滞欧中の体験からの感想である。彼は後lζ博文倣から『花つみ日記J(M. 42. 6) という
紀行文を上梓するが，そのなかにある滞欧中の日記， iわれやいづこの記J6)がその感激を物部つ
-rし、る。

姉崎は翻って，日本の状況を認燃する。

El 4ーは炎vl~1羽であるといふが，術の炎なるよりも天然の炎なる*は数全容のよで， -又災lζ五大の勢力であ

る。然るに今の日本人は泉しでこの天与の奨悶iζ伎しておる司王をOf:lかにgJ:l悲しておるか。自党しておるな
れば，来して能くその炎なる間ゴこの天蕊を熔愛しておるか。後だ党衆ない次第である。間分の間二!この炎そ

fUました人民なれば，来して今の日本人の虫.f1くその炎を絡んじておられゃうか。

京都東山に林立する燃突と黒:様。 i嵐峡の策は鉄道で減せられたJと。探勝の捕には，私邸の
ために白砂湾松の眺めは今はない。滋士の最也は，鉄道の穏柱で大なしである。等々。

姉l崎は日本の急速な近代イとあるいは工業化に対して嫌感J磁を持っている。彼にとっての疑問は

「此の如く天然の奨を破壊しなければ工業を起し得ないか，又金が得られないかJということで
ある。

こζで姉11邸主「悶m(lJのII1IJ皮を提案する。

H[Jち某々の地域を一個の公織として，その悶閣の総凶lこ対しでは，援怒士山城と悶じ様iこ， J:I!!J~~芝!Jl.， ，1， 
*，1¥伐水，議滋建築!ζ関する制限を加へる守主である。それi出ζ!議繍制度は今‘の所綴る公i翁とは大にその性質

を異にして隠る。 その地域内の:1二地は恰清fにするにも及lまず， 1主よ誌にはその他iこ何等の束縛をも主主:へず
に，只そのl蕊殺を携する様の行動，慾2おなどを制限するのである。(傍Jえさr~:'M・〕

おlil怖のこの発訟は，今日の風致地毘の考え方lζ近い。また，いわゆる開立公閣の地域制の考え

方も合むものである。 i限土の史観を係強するといふー積の鴎防の為に問機の法律を行ひ得るj
という見方は11寺代を良鹿島している。

さらに彼の「国関」論は続く。

私:し茶々 の間協の純捌lζ…!滋修飾を加へ，戒は交通成は綴治の伎をかlへる必裂があれば，それは私立の

保A協会か，成lま営利の会主1:がやるであろうし，関芸誌は只根本lζ悶閣の総凶とそのff~JIltと安定めて，その地

域では将来にも天然の焚を1波壊させない様にするのみで足りる。(傍点鍛:'M)

関閣にすべき場所として，具体的に京都の来日目前日山関，奈良の[1甘辺，須際，鍛島，橋立(補立

か)，三三保， ;/込i話，鎌倉，八郎潟などを掲げている。また，これら以外にも翻ままして， 1翁協にする

べき所があれば，自前次il訪日すればよいと。

さらに， [滋闘を設けるについては，伐木，工場建築，地形の変9;!などについては制限あるいは

銭比を行し、また，一般のイ主宅の場所や設計について監督し，大きな広告;僚や銃猟を禁止すると

いうことが必袈であると述べている。統けて，これらの撒督は地方庁と欝祭，あるいは閤溺事務

所そ設けるという。そこには今日の悶立公劉行政の大きな'降子はすでに合まれている。特に，姉

崎は臼オ去における建築条剖の必裂性を述べている。

彼は終り近くでこうまとめている。
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問主主lま災利と共l乙羽子ぞれ以上l乙i溜ゴニの炎を敬せなければならぬ。工業の発迷も，言ヲの増郊も紫国民の

や補の為めである。同して|滋民の;!(Jt訴はJ二は槻先以米の文学や劉ことを線設してその紛争11を呼吸すると共
!と，調:従将来にlJ:って，悶よ誌としての緩滋の余裕と，間羽fI書道炎の品;終とぞ~ふより 11\つ。るのとの必授の為

め我殺は今…日たりとも尽く獄!釦fjll!交の限立を~Z3求ずる者・である o

布liI総の ζのi溺粋主義的な論調は，明治33年 3月から宗教学研究のため去年間欧州に関学したこ

とにその|羽がある。彼はいわば学生時代からのドイツ文明へのt?iijt:設がつのり摺学を志したが，実

際，彼が見たものは資本主義による物質文明， ;1浴i護主義下にあるドイツであった。

精神主.畿者，潮風にとってドイツは幻滅以外のなにものでもなかった。逆に彼の興味はヨーロ

ッパ各地の白熱あるいは芸術に向けられた。 rわれやいづこの記Jのなかに，その口?ンチシズ
ムを読みIJ)Zることができる。

百i?欧rjJIζ 『太陽JIζ掲 íl設された i珂 11!f;~牛との往後議簡は有名であるが，そのなかにも， ドイツ

への幻滅が!日:隊されている。

メ子衆lとドイツ人不遜倣'1長の[j:1心たるベルリンを去り， jす~Mlの炎術部会，イサルのがJ水に心絞会鮮にし，

dfーデンの湖を波てJiltl光i抑制誌の瑞問lζ米り，ツューリヒ1MJ畔 p:::~年となるぐがWf: ICニ匂…7)

また別のところでは

1jよ余(J)総事111ま徹夜i徹氾J1.t文明と粉岩手れず此人民と籾和する総ばざるなり，余l立総本の文明ji犬猫2誌が多
くドイツに模倣するとを凡では寒心の尽にt，\~へざるなり，況や~;J;総倣も多くは外形の猿潔似r~1ま形式の教育

1~!?~般1*械の輸入{C服務するに於てをや……8)

この様の批判はその後の諮問である「再び陪牛に与ふる設jCir太織J~~ 8巻，第10号 M.35.8.

5)にも散見する。

お1i1簡は陪牛の唱導する「日本主義Jとは…線を孤iしていたが〈この「日本主義Jは当初Jr国粋
主義Jと底知jされていたが後年その区別は綬妹となった))滞欧中の体験により，彼の心iζ 「日本

的なもの，あるいは，設昂の rl~粋主義J 的なものが茅生えたことは， ζの論評をみても

務錦に裂することができる。

姉崎はこの「悶IAlI!ilJ!:ltの制定を促すjを発表した後，アメリカの「間関j，ナシ gナノレ・パーク
を見!識することになる。彼はカ…ン氏の世界巡回紫金を受けて 1年余りの世界Ji!;i:i控の旅 (M.
40. 9~41. 10)に出発する印。最初Jの問的地，アメリカへ向けて，明治40年 9fl 4 Iヨ， t1li浜を11:¥治

する。

ζの旅行記は彼のもうひとつの紀行文集である『体器集;1C剖.44.7.刊問:文館)のなかに11)(め
られている。「間関Jにかかわる意は「ヨセミテの谷jと「文明の新総jのところであるi的。

終!こヨセミテ (Yoscmite)という谷に巡するoおにはニヂjそのJニから燦;{Iiがか hって， まるで自紗の織

に，注1r.1立政立三三=f・尺(恰も上とj込1.1.1のi認さ)の校が，一つの太い伎の織に火lζ縫えてゐるo怨は潟くすき
巡って，海原のi燥なi簡に，三千jミの潟白い務1.1.1が浮いたtm くに :Î!:ってをる。~と殺とは会く一つの様で，

時々!t:i~の後から自渓が11:1る。 i会設の動くに従っておトも浮きIl:lし，動き始める綴lζ見える。五f綴iζ設楽も 11\

ず，只怨そ{L1Jぐばかり。 (fヨセミテの:frJ p‘163-164) 

姉崎はその驚さを訴さi涯に議・きとどめている。

姉崎は「文明の新緑jC間部アメワカの所見〉の闘顕近くで，アメリカの印象について「始めて

自に見た物質文明の活動は日舷するばかりの思ひもし，何処も何人も活動々々で躍ってをる械で

あるのを見聞しでは，どこに文明の根があるかとも焼はれた」と批判的な見方-をしてはいる。し

かし，ヨセミテ演谷にj蕗l慨した如く，アメリカの大自然に対しでは「西欧の大きな111岳の天然に
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後して;5¥とて静坐沈j皆、すると，約何物かの印象を得たと織まった感を得るjとも述べている。

おli崎は，結びの段落で「終に間部アメリカの天然につ

ナシ百ナル・パークについて述べている。

したいJ し，アメリカの

所ITI~j {， National Park 倒閣のflilJ皮の如きは，米関人の天然lこ対する災級心の発表で， ζのl誌はその人

民{こ利一間でないilX;る徐大な精神の綴ってをる事告永す。自分はわ¥Ilfの怒からシヤスタ111の荒れた高原，
太i5"の森安眺め， 3ミカリホJレニアのJ1:野をJ¥!.7':こ外に， ヨセミテの谷の関関!と遊んだが，そのf4~メ;組mF，始

んど含終に絶する。……米磁人はζの111，ζの織を揃i鶏にして策隊で滋掬して，而してそこに天然のイン

スピレーシ自ンを得んとしてをる。此の立引き天然のインスピレ…シ百ンは必ず何物か徐大なものを~:.むに

iさいないの間部アメワカだけを~でも主張しい悶と民がこ h にあると感ぜられ{， o (p. 186-187，傍医者)

品li崎の最後の結びは，彼がかつて，悶ことの諮，特に自然の英しさが，悶民の紫悶心，愛扱[1心ぞ

育むとしてrI盟関制度の制定を犯すJの殺を執ったことそ考えると窓味深いものである。

3. 坪お水伎の「関立公悶」槻

指liVIほの知己で彼と共に明治401'p，ヨセミテを旅行した人物にj浮谷替問郎がいる。彼はその印象

を「ヨセミテ設滋記jと越して f大i場J，ζ惑いている。(第14務質Hl号 M.41. 8.1) これは，のち

に博文鋭から出販される彼の旅行記r-t股界漫遊案内J(M. 42. 7)のなかにl院織される。この「ヨ

セミテ撲遊記Jには地!返し:写誌が掲紋され読者にとっては分り易い。

まず， r六十年前武金の洪水先J.LIと小組が付けられているところから引用してみたい。
余i立大病1刻民地そ一覧して災後，マセド附!r:絞って，銀る!被Hまヨセミテ淡のi溺}/:公関lζ遊ぶべくiLl懸け

た。 JI寺は明治問十年九月;二十八日，間行革~(立桑滋の:時計t尺路氏，別lζ指Ii術的IjJ!ìR，桜島沼おのこ氏は，一日

立遣れて議継を発し， ヨセミテで滋j還する約l誌であるo……〈け'm1:i).. 
マセドJ!Iの水源，ネパダ巡11，の災深く.ill:!Ji.i:f}ーの*1-勝ヨセミデ淡が， 1~1人に発見せられたのは，金鉱

発見後三伴の千八百五-1一年で，北米合衆限が，数十!践に瓦る淡l勾全部を包指して， f=l然O){惑なる総長をそ
i週"5!.の大公閣と定めたのは，千八百六十閥均三11>であって，誌の総l務長まで，マセドからまだ大約百限ある。

ヨセミテ欽巡の八十三1~!1は1;ぷら災前へ行く為lζ出来て，此年五月開i湿した言!りだ。(傍点策者)

j坪谷はナショナJレ・パークの訳語ICrf'sJ立公悶」をあてている。文中にあるようにヨセミテ認

はいわゆるゴールド・ラッシュによって発見されたものである。

開通してまだ五ヶ月ほどしかならないヨセミテ鉄道に;坪谷たちは乗り込む。ヨセミテ鉄道は?

セドJI!沿いを走り，一日にこ本の総説使がある。途Eド，金鉱粉糠F.JT，水力発地所を見て「流おは
米関だと先づ感心を禁じ得ぬJと感恕を主15べている。 (r遊覧専門のヨセミテ鉄道j)
このあと/J¥閣は「四顔立の梁合潟議j，r深rJ.r中の賀沢ホテルj，r雄瀕秀麗の誤rJ.rj，n狩j潟の絶
りj，r波立lM¥践的不尺の絶紫j，r鳥を12つネパダの第一家J，r軽快便利なる旅館jとがf.谷の

ヨセミテ案内は続く。

j半谷l立母そ水哉という。東京専門学校政経科を明治21年，首席で卒業，翠!年行政不1・も不:議する

という秀才であった。明治21年， j考文館に入社いただちに『太陽Jの創刊から編紛れこ櫛わる。
明治例年には東京市会議員となり，大悲8年には臼本議:籍取締役となった人物である。 r太陽J
の経済時~'P.!ζも多く執鍛い持論家としても著名であった。

i学25のこの紀行文合体を通読すると，観光地としてのヨセミテ・ナシ百ナノレ・パークが思い浮
ぶ。そこには旅行者の自があり，ジャーナリストの自がある。

彼らのだ1った「会模唯一のセンチネノレホテノレJについて，坪谷の観察ぞみてみたい。
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|断ま既!C秋の挙で，比所のホテルもモ一一週間で今年はi羽践する籾で，宿泊の容はi態だ少ないと云ふの

だが， ì，~1ま食殺には三三IL百十の災女紳士が)jí}た。流石l立性1;界の~荻ばかり~をで滋ぷ所として， {iiJれも1r.派な
Im~誌で，食常の給{:l:は綾な婦人だ。(，派IJl rllの繁沢ホテルJ)

ζのホテルの代表的な料週!は111簡で捕れる「マウンテン， トラウト」というf(:l.，のフライ，コー

ヒーはフランス嵐のもの，ブドウ純は1860益手頃のボルド…，祭料は?得議付のツインで6ドノレ) I出

餐は 1人 3ドJレと鍛1まめに記している。

センチネルホテルはjお史的jの中央iこ建てられ，淡淡iま軒端を綴って流れ，聞の様なl~~は流~1，!こ織はり，

橋下の泌科{は， :1与:jおIClilliれ，I役会EEずるi刻ブJの絶感は，仰いでやふじで資ZEを議む所より，万丈の白調官

級の織な飛泉が，米!佼tで終ちて，下方は飛散して祭務と為り，殆どJ主の行手f~rを知らぬ。 rþ!C も最も炎な

るは，よj潟より一千六Ëî尺務ちて，…たび111手?に 1\\l.l.~1" Wび近き11&燥の上から，災lζ:Ei.S尺落ち米り，二
j役と為で，記長るのが， ヨセミテ7JNな粉だ。災lζホテルの綴jニより， !ilfrFをグノレリと一巡すると，天地閣に

1!1~郊の大パノラマが眺められる。(，淡路努磁の篠山J)

とそのホテルの立地に縫いている。

この f雄臣官持磁の演は!Jのところにわずかではあるが，被の「悶立公i鶏Jの解釈が述べられて
いる。 r此!訴は悶立公闘と公ふても， nfU:ご自然の鼠設を保殺するのみで，道路を聞いた外には，
も人工命力uへざるが最も織しいjと。ごく簡単なものであるが従米の公闘とは異なり， rヨ然の
嵐長・そのままを保殺したのが悶立公開であると述べている。

:]:，1-谷はこの「ヨセミテ認遊記Jの次号の f太!酪J，第14滋欝12号 (M.41. 9. 1) IC興味ある論説
を引き続いて執策している。「名所!日蹴の保存jと崩ずるもので， r大将!?3窓会準備中の急務jと話1)
!~立が付けられている。

この博3窓会というのは明治45年に開催予定のiヨ本大博覧会(一度明治50年に捌催が延期された
が結局は中I1二となる〉のことで，この開催を機会に名所!日践の保存をすべきであると論むたもの

ぜある。

i立!l~の各闘に対し我が闘が，出没も誇るにfÊ.るものは何ぞ，と;営は"，'， 7Jlit一系の議統を上lζi械だき，ニ

ご1二:1iS余年r!{l， *tごfSて外放の佼E手?を受けた事の無い間的たい股5l.:.と， ~ltの燦3とにやl'ふ総悶以来の出絡あ

る;g;i9ri封鎖と， 111光水色の風!;~とであろう O

と冒頭ははじまる。続いて，外関人稼の誘致問題に触れている。

外間人が我国へ米り遊び， ;u誌にj滋)]試して何人も忍び観るものと設へば，今日までの災験lζ徴するに，先

づ~ll水自然の嵐長にj捗るものは無い。近年米遊外部人の数は殺しく獄えて，欧米人のみにで…ヶ年ニ万人

近くに上って照るが，彼等のfE.をf留める原動力は何かと震はY，災iζ我が秀磁なる胤淡である。 i比の風設

は，万悶にが絶して，各悶の誇りとする炎綴を， fl¥Yとく我慌に:良viliしてぼると設ふも議設で無い。(傍点

1jt者)

欧米各悶と比べて，誇るに足るものは，自然の風景である。さらには，名所!日銭も外隣人容に

とって興味を引くものであると。また，スイス，イタワアの関民11.5(入の一大財源としているのは，

来避の外閑人客であると続く。

:]:，1-谷はζζでアメリカのナショナJレ・パークをその例として掲げる。 li守述のごとく1平谷の実際

の見聞からの発誌である。

北米合衆悶{ま，主主閃iヨ米だ淡く， r~封鎖の草子;g;なるもの乏しく，伎に独宣戦争と l社!と戦そかとのタトには， 1.底

火をfliiiるべき事変少なきょに， 関民ももまた物質的文:Iljj!ζ潟仰して， 嵐長などは滋きを蹴かぬかと恩へ
ば，大迷いだ。カザホノレニア州のヨセミテ淡を， シーラネパダのえllulの奥iζ，悶"Il公閣として茶所までs
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lillilと近き遊覧鉄滋を敷設し，またロッキー山際のグラスドYiiJlL沿ふi渓谷の号5・)]51を採らしめんが為IL，放さ

らにデンパー及ザオグランド鉄滋を数設し，コロラドスプリングスの浴場lζ近きパイクスピーク，1，演の跳

111.を縦i¥にせしむる為めに，百1j級一万四千尺の絶mまで，九iり!の主主，1，鉄道を設け，また飽くまでナイヤ
ガラ援司'fiの壮観を繰らしめんが為には， JlIの雨j択を繰って，英米二協のW3Z1ま!に跨る脱線級の1i屯111.鉄道ぞ設

け，成l立大様布の1皮下まで，汽船を浮めるなど，探勝の設備が!潟到なると共に，

怒してj澄る。(傍j尽き持者)

:f5lZ谷は経済評論家らしく，開立公邸!を合め景勝地の保継がいかに悶家経済Jニ有線かを具体的に

示している。

終りj[Iくでこう述べている。

;;fえるi羽十]])ドの火博覧会には，限界各i認の入を集めんとするといふo;stll告に，外間人を設Hませる織な見

せ物は，我般には仰があるであろうか。余波の知る所では， r当然の!!f&殺と72践にII券る物は無い。(傍点室経

務)

坪谷にとって，アメリカのナシ日ナル・パーク!'i;遊覧容誘致の施設と映っていたのである。

4. ==好学の fナシ詩ナJレ，パークJ:Fffi解

前述の如く 3 ドイツの物質文明に幻滅を感じたおli崎が「悶i翠制度の制定を{足すJを務したのと
は逆に， ドイツの自然保諮遊説jの旗手であるコンヴェンツに共感し， ドイツ流の天然記念物保符.

をIlffll縛したのが三好学であった。概して，三三好はナショナノレ・パークをフミ然記念物保存の手段で

あるとー;位した見方をとっている。三好は1891i:j:='から 3i:J:=.1乱 ドイツに留学し， 1帝国後，東京術

関大学機物学教授となる。また，大正8年に成立する史蹴名勝天然記念物保存法に尽力した人物

でもある。

は『東洋学芸雑誌:-Jの第23巻，第301号 (M.39. 10. 25) された f名水ノ伐誠弁ニ;tt
保存ノ必要J12)のなかで，ナショナノレ・パ…ク している。

名水保存ノ方法・ニhltテハ，コンヴェンツ氏ノ如キ怒々ノ考察ヲ公ニシタルプf，iゑレj封ラ各悶ノ状態にヨ
リテ災関ナキニ非ザノレベク，要スJレニ災邦土/状態ニ総司号越3当-!l:Jレ方法ニ法ヅキ，保得ノ途ヲf;y1iズJレニ務

タハナシ……〈中出品)……又多ク路有/樹木ヲ民主スJレ議林ニ‘ンテ， *lll;U.研究/資料ニ必袈ナルモノノ、，
之ヲ学術上ノ淡溜林 (Jl~科大学総欝林/如ク〉トシテ保存スベタ，之ニaシテ悶然のj風光ニ干支メ Jレ.JllH;f\ノ

如キハ，之ヲ!ffil致林トナ、ンテ保存スJレモ可ナリ，成ハ又tt附近ノ土地ヲDr-セテi当然ノ公i潟トナシ，彼/米
関ニJi!.Jレガ如キ「ナシ aナノレ，パークj トシテ保存スノレモ:rrシカノレベク……

さらに U'太磁J錦13巻の第 l号 (M.40.1. 1)及び第2号 (M.40. 2. 1)にわたって f天然紀

念物保符の必35性並に保存策に就て」を学芸者lUIこ執筆している。そのなかの rc五)列、悶に於ける
純物保存の計間並びにお;実例J(第 2号)では，コンヴェンツの言を援舟しつつ， ドイツの各都市
の保存状況を述べたあと，アメリカについてこう述べている。

北米合衆悶では間内の五ケJ況の土地を特別法体lこ依て悶有公闘として;俗注することにして，彼のコ:ーロ

ー， ストーンパークの如念はRIJちJ'tのーである。又核法律に依て米関閥有ノ動植物， 長Ilち彼の「マンモ
スJ 私Jm乙 ðßmLド(ピソン，アメリカヌス)を{来談することができた。(イ'Jj}~1..鍛え者)

五ケ所とあるが，このi冷却iJ，明治40年(1907i:j:=')まで、に，実際は Yellowstone(1872)， Yosemite 

(1890)， S日qlloia(1890)， Monllt Rain日r(1899)， Creater Lake (1902)，羽TindCave (1903)， Mes乱

Verde (1906)， Platt (1906)，の8ケ所がナシ自ナル・パーク lとなっている。(カッコ内は設定年〉



277 

好は明治39年には訳語として「ナシ日ナル，パークJとカタカナを用いているが， ζζでは
「悶有公m立J13) 号をその択鶴にあてていお。

明治44勾:'3月11日， :eせ族院に「史蹴及天然記念物保存ニ関スル建議集Jが提出容れた。発議者，
倹爵徳JIlj/j買倫，伯爵徳JII迷孝，それに問中芳男， .::三宅秀の四名。賛成者117名にのぼる。もちろ

ん三好学もそのなかに含まれている。

その建議裁の王製自惑にはナシ日ナノレ・パークをこう引き合いに出している。

特ニ北米合衆凶ノ如キノ、有力ナJレ公共悶{*ニヨワテ間関内ノ火絞名j淡ノ保存ニ努メ務所ニ関投公溺ヲ絞

定シ;該区域内ニ;(fJレ天然物/保滋ヲ215行セリ(傍点、娘老若)

「関投公捌Jの訳語が使用されている。
三三好はこの建議案が/1:1された同じ年， r東洋学芸雑誌J(第28巻，第357号， M. 44. 6. 5)に「日
本に於ける天然記念物保存思艇の発迷Jを発表する。この論説には前に述べた r5J;:鍛及天然記念
物保存ニ関スル建議糸つ提出の終約とその啓談的発言が含まれている。

=.T子は持びこう述べている。

彼の外関lζ於ける「ナシ目ナ)V，ノfークJの如きは郎ちま走れであって， *ITi!1には以前から出米て腐る
が，議，fiJ.日では|昨年(恥1.43-然者注)一月…日より悶閣の名目券保存協会で始めて該関内にli'iJtJi<の言1-闘を災行
した。此「ナシ詩ナJレ，パーク」はアルプス，un反対1のウンテルエンガヂ、ン地方のヴァ)v. クノレオーツァに
定めたので，災広域内にある潟，11.幽谷の天然の胤i設は勿論，大すから伝はって米fこ動縦物鉱物一切を挙

げて，先1f:lζ保存し，人TをJJrJへたり，又は係tI!を行ふことのtJi米ないやうにしたのである…

三三好はその後も天然記念物保海運動の草子議に努力する。 f太陽J第18滋，第5号(iVL45. 4. 1) 

に「天然記念物保海事業の発述Jを執匁:ずる。ここでは，ナショナノレ・パークについて第二議「外
悶に於ける天然記念物の保存」のなかで，以前よりも詳しく述べている。

法lζ設も ~t.: しいのは米関lこ於ける言1・縦である，米関では夙にナシ百ナノレ，パーク艮Jlt;，関投公凶のfliUm:そ

設けて，間関の汲も悶1'gなる天然の胤;乳設に其ニiニ!'lIl!ζj安息する窓iJ総物，及びi也:y1:鉱物を合せて保存する

庁I-mliを起した，此ナシ罰ナノレ，パークはーったび米凶で始まってから近年になって他悶でも之に倣ふてia

鼠々く ζとになって米た， 71と闘のナシ司ナ)v.パークの初めは問敵性被熱泉で有名なるエーローストンで

士F-八百七十二年iζ出来たので，持関税l立主主だ大きい.U[Jち二百十1閲万二千七"，ヨニトヱークルの土地を総括

して，ワイヨミング，モンクナ，イダホの-<州lζ跨って腐る……(傍点慾者)

この後，ヨセミテをはじめ11のナシ担ナル・パークの名が掲げられているi引。

三好はこれ以後も，:g.穏の新!訪問主総，あるいは務議 (r天然記念物J代、.4.4.富山爵)， r天然
紀念物解説J(T. 15. 5. 百¥11，爵)等)1ζ，ナショナノレ・パークぞ天然記念物の保護手段のー捌と

して紹介している。

三好の訳語は先述の如く，初期においては fナシ日ナル，パークJあるいは「闘有公鴎Jを使
用している。後「間設公関」も用いているが，彼も ζの烈誌には苦労したらしく「ナショナノレ，

ノf-:7Jをあてているのが多い。訳誌に関して述べているとこがあるので，議後に引用しておく。

販機!と米閣には狩多のナショナJレ，パークが品うる，是正にーす述べて殴きたいのは，比ナシ百ナ)V，パー

クを学緩からして f関投公闘J或は公13Uなどh択して陪るが，併し此『公i認jなる学の滋Iltがい

ろいろに取られて. 1弘Jだ泌総を起すことになる，悶本で公閣と去へば日比谷公凶とか，上野公滋l'J琵浅草

公開の如g，. 充分に人工:を加へたもので， 者詩人の滋覧lと2還するやうになって成るが， 比米図式ナシ謂ナ

ノレ，パークは斯る人ヱ的，又小規棋のものではない，天然の大iJぱくを拭.鍛利j有して， IH;)'j好守るだけl当然の

風祭:を5~扱しないやうにして.Â土地の天然物を保存し，学術上の参考!となり又炎主1U::.廃史上からも，
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特徴安保つやうにする主主設である。(傍点鍛者)

5. ;;;f三下淑夫の「関立公図j所見

もう…人，ナシ司ナノレ・パークに「閤立公顕J1S)の訳詩そ用いて紹介した人物);;;fCド淑夫16)を
忘れるわけにはいかない。

今まで述べてきた紹介者が新開雑誌，あるいは饗替のなかで取りあげ，論じてきたのとはs惑を

奥にする。彼のナショナノレ・パークについての紹介は，干rII滋議会のしかも議案を検討する

での発言である。いわば，閉鎖的なところで行われたものである。しかし，彼のもたらした情報

は，鉄道腕投闘の立場で鉄道終結'という窓識をもった臨終であったJL注自に依する。
*下の発言は，鐸t27邸帝国議会衆議院に傑出された f開設大公i認設問ニ関スノレ建議案.J(M.44.

2. 18提出)についての委員会の鈴~.:三日間，明治44年3月6臼lζ参考人として招喚されて行われた

ものであるo ζの議案は)ごu.，をr:t心として闘が…大公闘を設けるというものマあったが，結
局， i議諜自体は，坑すぼみになる17)。

さで，木下期火のナシ百ナノレ・パークについての説明を委員会議総から追ってみたい。

まずカナダからはじまる。

加芸祭給ニ自民J;ZJ主知ノ「パンフ」ト云フ悶匁公i緩ガアリマス， )誌ハTm:1パンク…パ…Jカラカ113長陀太平洋
鉄道ニ依ッテカ[J奈陀ノ広獄ヲ横切ザマスアLl芝「ロ eツキ…」ノ 11J中ニアル公開デゴザイマ、ンテ，カn奈l陀ノ政
府ガ経?当J シテ}首リマスノデ，広サハ lヨ木/平ブ~.m.ダト九百平方思ホドアルノデプリマスH ・H ・ JB'

説明はこの後，ナシ百ナノレ・パークの施設として歩道，自jl段取， 1.持率i設をあげている。カナデ

ィアン・パシフィック鉄道が悶立公閣内にホテノレを経営していることにも常及している。 ζの鉄

道は1886年に開通したものである。

続いて，アメリカのナシ自ナノレ・パークについて，訴が移る。

合衆的ニハ悶立ノ公倒モアリマス、ン，又各州で1'1、1:¥1:ノ公綴モ沢111アザ <Aガ，関以公凶ハお下二1-ニパカ

リアリマス，ソレカラ準公i認トモ公フベキ， r匂フデ「モニューモントJト設ッテj授ワマスガ，ソレガニヨ
パカリアザ?ス， 1議"51.公関ノ中デ殺そ大ナJレモノハ御米知ノ fイエローストン」 ノj溺JL公認証デアリマシ
テ， ;}をハ「ワイヨ…ミング」ト去フ州ニアリマス，允モ他ノmニモ跨ツテぽザ?ス，ソレカラ次ニ大ナノレ
モノハ「カザホルニヤJ州ニモ 13セミテJ/磁な公悶ト去フモ/点、コヘザイマシテ，今ノ「イエロースト
ンJ ノ悶立公闘ト去フモノガ了皮千八百七十二年ノ合衆関/綴会デ以テ悶~'E公悶ニサレタモノデ，五色モ大

サハナカナカ火キク，ザット日本ノ平方熊デ五百平方箆パカザアリ?スIR'

と続く。さらに，際立公闘中，イエローストンとか，ヨセミテなどは液微によって，その保設松:

;rnlがされていることにも言及している。

JTrウ公フ大キナ公倒.ユナルト， J経i滋ヲ終処ニ絞テサウシテ之ヲ従軍Eサセテ股ワマシテ会事ITノ狩猟淡ハ
伐木等ヲ然、ジテ}妥Jレノミナラズ，後ラニイロイロ自然/風景ノ焚ヲ地ハスト云フヤウナ人間ヲ取締Jレタメ

ニ奴i添ヲ m~f:テ続Jレノデアザマス 18'

概して，木下の視点は「遊覧地ニハ鉄道ノ営業jl~F:'itニ関係J するというもので， r間立公開J
もその例外ではなく，むしろ， r遊覧地」としてアメリカの「際立公関Jは経営されているとい
う見方である。

次lζ，*1ては，アメリカでは「悶JL公関jの研究が，主将IIζ 「風景専門ノ技Oili.Jあるいは「衛生

当局者Jだけでなく「鉄道ノ当持者Jや「政治社会学会Jという方閣でも行われていることを述
べている。
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さらに，木下はアメワカにおける「国立公関jの設定規模というべきものに触れている。これ

は rrボストンJノj弘法投i!jjirノーレンj氏」が掲げている条件である。

安5…士見~ガ非常ニ大キナモノデナケレパナラヌ，京IJチ多数ノ ønm{íiJ万人或ノ、 11寺ニニ iJ'R ッテハ{日j十万/人カ、

入Jレコトガ社!米Jレヤウニナノレノデナケレパナラヌト公フコトガ，第一/条件デアJV，

ilI羽毛樹立公闘ノ l羽近マデj市イテJ活ッテ，主主ハ紛デモ笈シ鉄滋デモ~シ，関ノ各万部カラ j災Jレベク務銘ニ行

クコトノi:U米ノレモノデナケレパナヲヌ):;r~~ニハ総論其土地ガ俄l;!tt也デナクテハナラヌ，第四/条件トシ

テハ又土地ガiiX;ノ、i滋有ノニヒ:I'Ihデアルプ']，或ハ俗人が持ッテj設ッテモ~抑Hス Jレ関ノア Jレ所トカ，成ハJìl上ゲ

ルニシテモ紙夕安イ所トカ何分大キナ土地デゴザイマスカラ，土地ハ全部ヲ民ハヌニセヨ，務Mニ~)().ラレ

ノレ場所デナケレパナラヌ，ソレカラ第五日flチ紋終ノ条件トシテハ1n~給公ガ伎クシテ独特ノ!隊長をヲ有ッテj好

Jレ所デナケレパナラヌ，司1ニJiil¥公/f主イト玉三フノデハナイ，災処ニ行・ケパー潤i災ッタ感ヲ米スト公ブヤウ

ナ!総長‘ノ土地デナケレパナラヌ 18)

木下が引用した条件のうち， ~4 の条件は日本においては望むべくもない。日本の器立公闘の

地域制そ考える端絡がここに見えている。

3. 結

8，ナショナル・パークは「悶n:公溺Jと択されている。 4初心意和磁はないように思う。し
かし，梨明期には， -好学が設うように， r公閤Jということばが付いているため3 人工的な印
象授与え混乱を招いたことも事実である。これは見方を変えれば r公隠Jという概念がある
した統Zとでもあるが。

大正r:jJ期以降，滑閣議会で碍び!滋点公樹脂j舗が取り上げられ19〉，それはまた，新開雑誌を溢じ

てlltJ:.に流される頃には， rl;mÎl~公関J の訳語が使われるようになる。しかし， '!投開において「悶

立公開jというものが理解2されていたわけではない。

上院H汝ニは~'~ったり烏の紀J (1'.11 '1:1])のなかでその状況をこう諮っている。

闘:iI.公闘と言う名称が肢に総介されたのはζζ，ニ，三年以来のことであって，恐らくまだ本当にその

潔l床はあ分w:人l乙分つてはおるまいと思う。分っていないどころではなく，非常な綴W?をしているのが閉

会に多い。臼本アルプスのようなのが的立公闘であると思ったり，日比谷公繍や浅球公闘が111奥にできる

と怨んだりしている。例となしに と;営うものが悶立・公邸になるのだろうと，はかない概念のもとに

その災体をつかもうとしているものもある加。

前説では，会々の*I1介者が，それぞれの立場でナショナル・パークを捉え，それに「間関Jr開
予言公閥Jrl~現役公IIIDJ rナシ器ナノレ，パークJの絞殺を与えたことを述べた。これは，一つ
の概念が形成され定殺する過程.でもある。

今少し，そのrJJ{9Uを追ってみたい。

1915年?大工E4年2月初日から12月 4臼まで，アメザカでサンフランシスコ・パナマ太平洋万

が開催された21>。 ζの万i訓導に訪れたこ営利作という人物は，会場の東端lこ{やられたイ

エローストン開立公閣のミニ A チュアについて脅さ留めている。

『エロー・スト…ン・パークJゑは米関政)(ifPJrff.誌の大公i払自然の淡谷其僚を!裁民公!鶏にしたエロース
トーン・パークを擬ねたえ告で，宏大なる設計である。会節税はIm~加，空母!淡怪石， 11J:でも/lミでもお;巡りに

うつしたものである問。({:あ託銀者)
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彼はナシ Bナノレ・パーク lこ「悶民公開jの釈を与えている。 4エーカーというのは約l.6 haで

ある。宏大なミニュチ A アである。

また，この博覧会が開催された同じ年，大正4年の 9月には，地質学の権威，横山又次長11の務

になる「世界に於ける自然の奇観Jが出j読された。その第一審問が「武有大公闘の奇観Jで
ある。 16J誌にわたって説明されている。横山又次郎は「悶有大公悶」をその択にあてている。

大正 3年 9月初日に創刊された史蹟名脳会天然記念物保存協会の機関総 f史麟名勝天然紀念物j

ではどうであろうか。

白井光太郎は「関投公i乳!と「倒;な公閥Jを{史別している23)。上原敬ニはナショナル・パーク

の釈に「樹立公臨J~あてているが，それには混乱があるとして，彼独自の解釈をしている。つ
まり，現在滋鈍して用いられている「酪丘公協Jというのは斑の脇立公闘，彼によると，これが
National Parkで「設滋なる天然紀念物の保存を自的としたるi芸域にして，閥均l乙維大なる代表

的嵐長地たることを製するJものと， r誠氏公樹，こちらは NationsParkで，これは rwuこ破泌
された嵐長又は原始のj援を失った風致地であって，十二分に人工を加へてその維持開発改良をi滋

るべきものJという定義をしている加。
また，保存協会の会長である徳川頼倫は「悶設公邸と民衆公闘J(第5巻，第10母T.1l. 10. 1) 
で「このごろIIUニの興味をえまいている問題のーっとして，悶設公関若しくは倒立公l識という名称

で，天然の長物を保存利用する計闘を，関設で災現しゃふという稔が流行してまゐりました。悶

j役公閣とか酪立公闘とかいふのは米関でいう悶民公闘， npちナシ罰ナノレパークの ζとであるとの

ことです。J(接点鍛者〉と述べている。
H割弱が前後するが閣の方ではどうか。

成閥務省山林局でも，保安林{捌良zの立場から天然記念物保存について枝問し，コンヴェンツが

1907年 (M.40)，イギワスにおいて行った総演の翻訳を明治45年に『天然記念物保悲ニ関スノレ各

r;m法節目.125)として刊行している。

アメリカのナシ日ナJレ・パークについてもぺ…ジをさいている。 f千八百七トニ年創設セノレい

えろーすとん開設公闘 (YellowstoneN ational Park)ハ最モ吉く且ツ最大ナルモノニシテ，ト

シテゐおみんぐ (Wyoming)1十iニ位シ，関税三千三百四十八平方限ヲ有ス」と。他lζセコイヤ，

ゼ、ネラノレ・グラント， ヨセミテ"ウント・レニア，アリゾナの各名前を掲げている。 ζこでは

設公関jの釈諮が使われている。

大A9年11月，内務省で翻訳されたアーレンスの『合衆閣の悶立公器Jはそのタイトルからも

分かるように，ナショナノレ・パークは「劉1.1:公関jと択されている。また向者が大IE10年1月に

翻訳したボックの f天然紀念物保存Jでも， fr溺立公腿Jが洞いられている。

先ほど述べたように，ナシ自ナJレ・パークの釈鰐は r国立公悶JIζ淘汰されてゆく。当初，誤
解を招く訳鰐であったにせよ「悶立公開Jということばとして定義する。また，それは同時に訳
語から，日本における f関立公図Jの概念の形成でもある。外来のナシ百ナノレ・パークは阻i関さ
れ消化されたわけである。昭和j唱に入り，実際lζ 「悶:fL公関Jが指定され実体として現われるこ

とになる。

づIFEl文献及び註
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2) 'lllustrated Guidcbook for tr訓 cllcrsround the world'という英文のタイトルも付されている。
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111滋はこの f万能i名所閣総Jの{自に!刻々 i司けに『内問旅行日本名所|まl絵jも出j波している。
3) 初j版は.M.21. 7 で引間は M.23.6 の ~1::::'1波. r米殿博士!コボスウ;1:_)レ氏政務，京都府:ゴ:1狭山朱慾一訳述J
とある0

4) 闘力;公i札 361~号， p.18司19，1972.
5) 1司上， 383サ， p.24戸26，1981.

6) 幻Eつみ日記J，p. 439-494. 
7) 姉崎正治:硲iJ.I時11二lζ答ふるの翁太1M，銘 8 滋，免~~2主3・， p. 22， 1902. 
8) 問 :問 ， 1玲第8巻，第31号， p. 30，1902. 

9) W1Eつみ臼紀jのj手話tc:fJえ(M.Albert Kahn)が性t界巡回資金(labourse pour la tOl!r aulour du 
rnonde) ぞ~針闘の大学iと得1I討し， 学者をしてl立界を巡って絡図よ誌の感情を研究せしむる様にせられたi包
認は災lζ人道のため限界平和のためである。jとカーン資金について述べている。

10) u{.手袋然J，p. 162叩187. 尚，針ケ谷氏がめのなかで総しく紹介されているので詳細はそちらに譲りた

11) iE絡には1865年lζ州立公凶， 1890年IC樹立公溺となる.この点は針ケ谷氏によってののなかで指摘され

ている。

12) 三好自身の設にによれば，この論説が，天然記念物保存についての彼の絞初のコメントである。 cr東洋
学芸純j法J鍛28巻第3571号，知i.44.6.5 r Eヨヌ!えに於ける天然記念物保鈎忠i恨の発迷J)

13) 洋学袋雑誌j 第27Y.&， 第347"iラ (M.43.8.5) の ~~li綴榔lζ 1r;Ei有公凶j が紹介されている。「関有公闘

Tメリカ合衆悶にては我が日光とかi桜島とか公ふべき飢ええ秀絶なる封IIを磁して綴めて広大なる地域に
必りて大鋭淡の公泌を作り悶家 iヨから保勝の{去に~り称して之を筒:釘公閣と云へり誕の般大なるものは
有名なるイエローストーン，ナシ百ナルパークにしておセミテ燦布地方亦北極の公闘に協す然るに近頃

立圧に新公閣の設な2誌を詩 l'磁して本年の級会iζ拠出せるたりと云ふ24予定地はモンクナ州の問~t;5Iltζ於て
カナダの凶滋に;)I@所lこして3宅地械はさまで大ならざるも1首lま潟北六十I]illlこ主まれり…J

14) 三三好がこ ζで「カサ，グランデJの名を掲げているが CasaGrande Ruinsは NationalMonurn，'!1l 
であるo

15) 彼氏によりので指賊されている。

16) r臼本鉄道31:.J下総には木下淑夫についてこう記されている。['高君事ノ学術ヲ研究セシメンカ為戦災ヲ
海外ニ留学セシムJレノ例ハ欽巡作淡路ニ於テPJtニ之力紙j絡ヲ関キタリ， ;l'l;滋初jノ留学生ノサ支n市*1;'淑夫
ニシテ明治三十七年七月以米休戦/7--1夜、波留学中ナリシヲ三十八年況月後Jfi後セシメ

規程ユ依す消Jニ年間炎，独，米/絡凶ニ於テ巡紛'討議ニ!対シ研究ノ為磁学セシメタ 1)J木下はζの'f'i11滋
議会では~滋j涜営業総長という械にある。

17) 丸山公:lisl:lE公住民投授巡動!と於ける社会・総務火的背去を，京大淡報，第55J'5ト， p. 272-274，1983 
18) 会%71m俗綴畿会然験抗認さよ司会務総，悶役大公関投段ニ関ス
19) 

20) 

21) 

17)に向じ。 p.278“279.

(1979年刊校卒日:æ~)所I1文。 p.100.

ζ のTJ悶 i母・の詰I~ 仕IHま， ~~1:ド1916:!.F8月25EHζ設立されることになる悶立公閥均 (NalionalPark Service) 
にとって絶好の機会をl手えたものであったJ備でに後発のカナダーでは悶京公!EllJ部NalionalPark Bureau) 
が絞けられ，アメザカは先をj[遣されたかたちになっていた。 rイエロー・ストーン・パーク」のミニュ
チュアは内外に対するいわば悶立公悶j荷役伎のデモンストレーシ諸ンであった。

rlj' * 7j'kt[~は『アメリカの樹立公闘.] (昭和5#':1・1])のなかでζう指摘している。 r-)L…五年の時覧会
は勿論i認立公邸系統化j'isjfi)Jの濯機係閣ではなかったが，これに乙の上もない機会と刺殺をlチへたことは
今川まれないoMtζ織護婦が熱烈に1U1.んで滋らよ子総のl喚起につとめて米たのであるが，その;is抵b!ま，滋々と
して終身lζ進まなかった。しかし， -i:lt洛泊り米て泌山の領自ら徽けるやうに，博覧会開俄の機巡と共

に，それはー潟=fE尽の勢で， 1滋を挙げての総毅Jsii.大巡虫IJにまで発践し，遂に成功を収め得たのである。
IlJlちそのJljJIIl!立博覧会見物のため米訪する外関人に，アメザカの11!!E炎1!IiI汲のがす還を観せたいという希
奴と議機が十分そこにあったからである。のみならず一般に際l立公閣の事総がl事l民放びlζi談会の完全な

減免取をうるに怒ったのマ，そこで闘志公総局の絞絞の談がJmせずして朝野の喜2・認となり，プメリカ公民
協会の後援に頗る熱烈を秘めた。」

22) 二二協和作:火憾と桑滋及;!tHti，p. 151，1915. 
23) r'jili物炎よりJもたる際i設公倒JC第5治J:l'63 -¥fI'. 11. 3. 15)では1r;Ei役公IJ:llJを佼別している。「関投公

閣と 1倒的(免r~5滋，第6-1予T.11. 6. 5) ではタイトルには rl離党公m~J となっているが，本文l立
公悶」をJflいている。

24) ヒ!点数ニ:悶丘公閣の政;盗殺 u二)火E氏名勝天然記念物s第 51.色， f;f18号， p. 90，1922. 
25) 小守備級官によればζの際;ijqま， Conwcntz， H.， Thc care of削 lural1II01lll1l1e1lls witlt spccial refcl'cncc 

(0 Gl'catル・itainand Germany， 1909である。(1]、寺島全27:臼木lζ於ける鼠然保税数， I翁丘公Ih~，

t彩61'rg.， 1954) 



282 

Summary 

Yellowstone National ParJ.王 wasbom in 1872 as a first national park in Ame1'ica. Informa-

tions of national parks we1'c introduced to J apan early in the 20th century， in the encl of the 
30th in Meiji era. At that time the people's consciousncss fo1' thc nation was rising in Japan. 

Introcluccrs translat巴dnational parks clifferently into Japanese and understood them f1'om 

their own points of view. Thei1' national park ideas were natllI三111yclifferent and biasecl 

pel'sonally. 

The Nippon-jin， an ultrω1札tionalisticjournal which Seikyo-sha published， commented on 
national parks in 1905. The word uscd fo1' the translatiol1 was “Koku-en'¥Its comment 
was quotcd in the SyCtkan .r王位iminShimbun， a weekly paper， and 1'e-rccordcd in thc ChCto・koron，
a general magazinc. 

Masah札ruAnez乱ki，a schola1' of 1'eligion， commcnted 0ηthe llation乱1par・kidea in thむTaiyo，
a gencral magazine. His Japancsc cquivalcnt was also "Koku・enぺ Hisidea was nea1' 
ult1'anationalism 01' J札pancsen乱tionalismwhich w乱sadvocated by Chogyu Takayama. 

Zenshir・oTsuboya， a jOUI官 tlist，visit百dYosemite N ational Par・kwith Anezaki in 1907. 
He wrote his imprcssions on Yoscmitc and acloptecl "KokuritSLトkoen"，grasping nationul parks 
乱Sonc of sightsecing rcsources. 

Manabu Miyoshi， a bot札nist，was influcnced by H. Conwentz and gr・乱sp巴dnational parks 
as a means for preservation of n札tiona1l110nul11ents. He llsed "KokuyCt・koen"01' "Kokusetsu幅

kδcn"， but mainly national park ill Japancsc syllable思.
Yoshio Kinoshita， who belonged to the Railway Burcall， spoke in thc Imperi礼1Diet about 
national parks in C乱nadaand Al11記ricawith札viewto managel11ent of the Railway. He used 

"Kokuritsu・koen"for national parks. 

Thus therc appearecl s巴ver叫 Jap札口巴日日 translatiol1sof national park in its dawning period. 

Someti111es national p札rkwas confotmded with a m巴republic parJふ But"Kokuritsu必δcn"

was finally selccted as the legitil11ate translation in 1920s. The process of this selection is 

considered to h乱vebc日nth巴processof forming J apanese idea of nation日Jp乱rks.




